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この説明の内容

1. 自己点検書の位置付け

2. 自己点検書の考え方

3. 自己点検書の内容と書式
　・自己点検書（本文編，引用・裏付資料編）の構成
　・プログラム情報
　・プログラム概要
　・前回受審時からの改善・変更
　・自己点検結果の記述
　・添付資料



審査関連資料

この説明に関連するJABEE公式文書

1. 自己点検書（本文編） （2006年度版）　Word形式

2. 自己点検書（引用・裏付資料編） （2006年度版）　Word形式

3. 自己点検書作成の手引き （2006年度版）　PDF形式

いずれも

http://www.jabee.org
より入手可能



認定審査の手段

認定基準を満足しているかを自己点検書の審査

と実地審査により確認し，判定する

自己点検書：　認定を希望する技術者教育プログ
ラムが認定基準を満足していることを，裏付資料
等を提示して，審査員に説明するための非常に重
要な資料

実地審査：　プログラムが実施されている教育機
関の現場を審査チームが訪問して行う視察審査



大まかな認定審査の流れ

• 申請受付，審査チームの決定

• 自己点検書による審査

• 実地審査

• 審査報告書の作成

• 各分野ごとの調整

• JABEEにおける調整，認定可否決定・通知

• 不服申立て　



自己点検書とは

• 認定を希望する技術者教育プログラムが認定基準を
満足していることを，裏付資料等を提示して，審査員
に説明するための非常に重要な資料

• 教育機関の当該プログラムの改善に役立てることも
意図されている

• 「本文編」と「引用・裏付資料編」に分けてファイリング
し、厚さの合計は原則として60mm以内とする



自己点検書（本文編）の構成

プログラム情報

• 高等教育機関名，プログラム名，学位名，連絡先

プログラム概要

前回受審時からの改善・変更（初回審査では不要）

自己点検結果

• 自己点検総括表（表１）・・・・・５段階評価

• 認定基準各項目の点検結果の記述

• 引用・裏付資料名，実地審査閲覧資料名



自己点検書（引用・裏付資料編）の構成

実地審査で閲覧できる裏付資料名の一覧表

１．プログラム情報

• 高等教育機関名，プログラム名，学位名，連絡先

２．自己点検結果の裏付資料等

• 各点検項目に対応する引用・裏付資料および実地
審査閲覧資料名，表２～表９

参考資料

• 教員個人データ



体裁について

• 本文編には通しページ番号を付し，目次をつける

• 引用・裏付資料編にも目次をつけ，章（基準）ごとにペ
ージ番号を付す

• 引用・裏付資料に，基準ごとの資料番号を付す

• 引用・裏付資料編の目次の次頁以降に，実地審査で
閲覧できる裏付資料の一覧表を添付する

• 本文編では，記述を裏付ける資料が引用・裏付資料
編のどこに示されているかを明記する



裏付資料等の区分け

「引用・裏付資料」と「実地審査閲覧資料」

自己点検書の記述を裏付ける資料のうち，時間をか

けて精査する必要のある資料は「引用・裏付資料」

として自己点検書に添付し，現地で確認すれば十分

である資料や自己点検書に添付することに差し支え

がある資料については「実地審査閲覧資料」として

実地審査時に提示する。また，引用・裏付資料で分

量の多いものは，代表例を自己点検書に添付し，全

体は実地審査閲覧資料としてよい。



裏付資料等の区分け（つづき）

「引用・裏付資料」，「実地審査閲覧資料」の必須項目

引用・裏付資料，実地審査閲覧資料として必須

の資料については，本文編の該当箇所に具体的

な名称が示されているが，「（以下は例示）」

という記述以下に名称が示されている資料は例

示であり必須ではない。なお，説明の都合で必

要な場合は，実地審査閲覧資料の必須資料を引

用・裏付資料として添付しても差し支えない。



プログラム情報の記述

(1) 高等教育機関名

(2) プログラム名

(3) 学位名

(4) 連絡先
　　・JABEE対応責任者氏名　（学部長，学部教務関係責任者等）

　　　　　　所属・職名，郵便番号，住所，電話番号，ファックス番号，
　　　　　　メールアドレス
　　・プログラム責任者氏名　（プログラムの対応責任者）

　　　　　所属・職名，郵便番号，住所，電話番号，ファックス番号，
　　　　　　メールアドレス



自己点検結果の記述について

• 点検基準に基づいた自己点検結果を，「手引き・表１」で与えら
れている５段階評価の点数で本文編の自己点検総括表（表１）
に記入する

• 自己点検総括表に記入した５段階評価の根拠を，必要な資料
等を用いて説明・記述する

• 他の点検項目の点検基準に対する説明を参照しなくても，各
点検基準をどこまで満たしているかを判断できるように自己完
結形にすることが望ましい

• 引用・裏付資料については重複を避け，同一資料を複数回参
照してもよい（参照すべきページと部分を明記する）

• 第三者機関で十分に審査されている項目は，JABEEによる審
査を省略できるので，関係資料を提示する



JABEE認定基準の概要

基準１　学習・教育目標の設定と公開

基準２　学習・教育の量

基準３　教育手段

基準４　教育環境

基準５　学習・教育目標の達成

基準６　教育改善

分野別要件



自己点検結果の記述 (1)

表１
自己点検総括表

基準の各項目につ
いて，「手引き・表１」
に従って，５段階評
価するための表

各基準に対する点
検結果の末尾で，点
数の判定理由を述
べる



自己点検結果の記述 (2)

手引き・表１



自己点検結果の記述 (3)

１　基準１：　学習・教育目標の設定と公開

（１） 学習・教育目標の設定と公開

(i) 学習・教育目標（箇条書き）

　　(A)　＊＊＊＊＊＊＊＊

　　(B)　＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　・

(ii) 基準１（１）の(a)～(h)の要求との関係の説明

引用・裏付資料

　　表２（学習教育目標と基準１の（１）との対応），表３（各学習・教
育目標の達成度評価対象とその評価方法および評価基準）

各プログラムで設定
した学習・教育目標を
記載する



自己点検結果の記述 (4)

基準１（１）および分野別要件
で求められている項目

表２

プログラム
が独自に設
定した学習
・教育目標



自己点検結果の記述 (5)

表３



自己点検結果の記述 (6)

表３（続き）



自己点検結果の記述 (7)

１　基準１：　学習・教育目標の設定と公開

（１） 学習・教育目標の設定と公開（つづき）

(iii) 学内外への公開方法と公開時期

(iv) プログラムに関わる教員への周知方法

(v) 学生への周知方法および周知時期（学年，学期）

引用・裏付資料

例えば，学科パンフレット， ホームページ，シラバス
授業要覧，ガイダンス指導記録文書など



自己点検結果の記述 (8)

１　基準１：　学習・教育目標の設定と公開

（２）　伝統，資源，卒業生の活躍分野等の考慮，社会の要求や学
生への要望への配慮

(i) 過去4年間における学習・教育目標の改訂内容と改訂理由

(ii) 社会の要求や学生の要望を考慮するためのシステムの存在
と運用実績

(iii)学習・教育目標の水準の設定に関する説明

引用・裏付資料

例えば，就職先一覧，学習・教育目標改訂に関わる委
員会に関する資料など

◎「学習教育目標の設定と公開」について，表１に記入した点数
と判定理由



自己点検結果の記述 (9)

２　基準２：　学習・教育の量

（１）　卒業要件

引用・裏付資料

例えば，学則の関係部分，学部授業要覧の
関係部分，学科授業要覧の関係部分など

実地審査閲覧資料

前年度(2004年度)修了生単位取得状況（氏名欄は不要）



自己点検結果の記述 (10)

２　基準２：　学習・教育の量

（２）　学習保証時間

引用・裏付資料

表４（授業科目別学習保証時間および各授業科目の学
習・教育目標一つ一つに対する関与の程度）

表５（学習保証時間とその内訳）
学生別学習保証時間表（学習保証時間がシステムとして

保証されていない場合は必須）

◎「学習・教育の量」について，表１に記入した点数と判定理由



自己点検結果の記述 (11)

　　授業科目別学習保証時間および各授業科目の学習・教育
目標一つ一つに対する関与の程度

表４



自己点検結果の記述 (12)

表５



自己点検結果の記述 (13)

３　基準３：　教育手段
３．１　入学および学生受け入れ方法

（１）　入学選抜方法の開示とそれに基づく選抜の実施

(i) 選抜の基本方針

(ii) 具体的選抜方法

(iii)選抜方法の学内外への開示方法

引用・裏付資料

入試要項抜粋，各年度の入学者数，
応募者数データ（なるべく４年分）



自己点検結果の記述 (14)

３　基準３：　教育手段
３．１　入学および学生受け入れ方法

（２）　プログラム履修者を決める具体的方法の開示とそれに基づ
く履修者決定

(i) 決定の基本方針

(ii) 具体的決定方法

(iii)決定方法の開示方法

引用・裏付資料

履修振り分け規則，その他，例えば，ホームページ関連部分

実地審査閲覧資料

プログラム履修者名簿，プログラム履修者の移動記録



自己点検結果の記述 (15)

３　基準３：　教育手段
３．１　入学および学生受け入れ方法

（３）　編入方法および編入基準と公開・実施

(i) 選抜の基本方針

(ii) 具体的選抜方法および選抜基準

(iii)選抜方法および選抜基準の学内外への開示方法

引用・裏付資料

編入規則，開示の証拠（各種教務開示資料など）
編入者人数データ（２年分）

◎「入学および学生受け入れ方法」について，表１に記入
した点数と判定理由



自己点検結果の記述 (16)

３　基準３：　教育手段
３．２　教育方法

（１）　カリキュラムの設計と開示

(i) 学習・教育目標を達成させるためのカリキュラム設計

(ii) カリキュラムの教員および学生への開示方法

引用・裏付資料

表６（学習・教育目標達成のために必要な授業科目
の流れ），その他，例えば，学科授業要覧



自己点検結果の記述 (17)

表６



自己点検結果の記述 (18)

３　基準３：　教育手段
３．２　教育方法

（２）　科目の授業計画書（シラバス）の作成・開示とそれに従った
教育の実施

(i) 各科目ごとのシラバス（カリキュラム中での位置付け，教育内
容・方法，達成目標，成績評価方法，評価基準を明示）の作成

(ii) 各科目における達成目標設定の際の社会の要請する水準の
考慮方法

(iii)シラバスの開示方法

(iv)シラバスに従った教育の実施



自己点検結果の記述 (19)

３　基準３：　教育手段
３．２　教育方法

（２）　科目の授業計画書（シラバス）の作成・開示とそれに従った
教育の実施　（つづき）

引用・裏付資料

シラバスのコピー（主要科目のみでも可）

実地審査閲覧資料

シラバス（プログラムに関連する全科目），その他，例えば，
授業実施記録など



自己点検結果の記述 (20)

３　基準３：　教育手段
３．２　教育方法

（３）　授業等での学生支援の仕組みとその開示・実施

(i) 学生支援の仕組み

(ii) 学生支援の仕組みの開示方法

(iii)学生支援の仕組みの活動実績

引用・裏付資料

例えば，授業評価アンケート結果の公開と教員による対応例
，実験科目のTA配置実績，ガイダンスなど各種活動記録，オ
フィスアワーの実績など



自己点検結果の記述 (21)

３　基準３：　教育手段
３．２　教育方法

（４）　学生自身の達成度点検と学習への反映

引用・裏付資料

例えば，達成度評価結果の学生への周知に関する資
料，試験答案やレポートの返却率に関する資料

実地審査閲覧資料

例えば，学生の学習に関するポートフォリオなど

◎「教育方法」について，表１に記入した点数と判定理由



自己点検結果の記述 (22)

３　基準３：　教育手段
３．３　教育組織

（１）　教員の数と能力および教育支援体制

(i) 教員の数と能力

(ii) 教育支援体制

引用・裏付資料

表７（教員一覧表），表８（教員の担当している授業科目
と活動状況），添付資料（教員個人データ），その他，例
えば，学科事務室や学科技術室などの支援組織図



自己点検結果の記述 (23)

表７



自己点検結果の記述 (24)

表８



自己点検結果の記述 (25)

３　基準３：　教育手段
３．３　教育組織

（２）　教員の質的向上を図る仕組み（ＦＤ）の存在，開示，実施

(i) ＦＤの存在

(ii) ＦＤの開示方法

(iii)ＦＤの実績

引用・裏付資料

例えば，教育改善事例集（FD報告集），ＦＤ研修会開催
記録と出席者数データ，学内関連委員会の活動データ
と活動記録など



自己点検結果の記述 (26)

３　基準３：　教育手段
３．３　教育組織

（３）　教員の教育に関する貢献の評価方法の開示・実施

(i) 教員の教育に関する貢献の評価方法

(ii) 教育貢献評価方法の開示状況

(iii)教育貢献評価の実績
基準６で要求される教育改善への利用実績

引用・裏付資料

例えば，学内関連委員会の活動データ，活動記録，
教育貢献賞受賞者データなど



自己点検結果の記述 (27)

３　基準３：　教育手段
３．３　教育組織

（４）　科目間の連携・教育効果改善教員間連絡ネットワーク組織
の存在と活動の実施

(i) 教員間連絡ネットワークの存在

(ii) 教員間連絡ネットワークの活動実績

引用・裏付資料

例えば，関連委員会活動データおよび活動記録，教室
会議議事録関連部分，組織的教育活動計画および報
告書など

◎「教育組織」について，表１に記入した点数と判定理由



自己点検結果の記述 (28)

４　基準４：　教育環境
４．１　施設・設備

（１）　教室，実験室，演習室，図書室，情報関連設備，自習・休憩
設備および食堂等の整備

引用・裏付資料

例えば，各種施設利用案内・パンフレットなど

実地審査閲覧資料

例えば，学校建物構造用途別面積明細，機械器具備品
登録明細など

◎「施設・設備」について，表１に記入した点数と判定理由



自己点検結果の記述 (29)

４　基準４：　教育環境
４．２　財源

（１）　施設，設備の整備・維持・運用に必要な財源確保への取り
組み

引用・裏付資料

例えば，教育研究経費配分資料（非公開の場合は，実地
審査閲覧資料とする）など

◎「財源」について，表１に記入した点数と判定理由



自己点検結果の記述 (30)

４　基準４：　教育環境
４．３　学生への支援体制

（１）　教育環境に関して，学生への勉学意欲を増進し，学生の要
望にも配慮するシステムの存在と，その仕組みの開示，活
動の実施

(i) 学生への支援体制の存在

(ii) 支援体制の教員，職員および学生に対する開示

(iii)支援体制の活動実施状況



自己点検結果の記述 (31)

４　基準４：　教育環境
４．３　学生への支援体制

（１）　教育環境に関して，学生への勉学意欲を増進し，学生の要
望にも配慮するシステムの存在と，その仕組みの開示，活
動の実施　（つづき）

引用・裏付資料

例えば， 学生によるアンケートの結果，学生の要望に関

するデータのホームページ上での開示例，指導教員制度
に関する学科内活動記録など

◎「学生への支援体制」について，表１に記入した点数と判定
理由



自己点検結果の記述 (32)

５　基準５：　学習・教育目標の達成

（１）　科目ごとの目標に対する達成度評価の実施

引用・裏付資料

表９（学習・教育目標を達成するために必要な主要授業科目
の評価方法と評価基準），その他，例えば，学科内関連委員
会活動記録，卒業研究の複数教員による採点結果例，主要
科目のシラバス，成績原簿および関連記録例など

実地審査閲覧資料

プログラムに関わる全科目のシラバス，主要科目の成績原
簿および関連記録（教科書，試験問題，合格最低ランクの
全学生の答案・レポートなど最近２年分）



自己点検結果の記述 (33)

表９



自己点検結果の記述 (34)

５　基準５：　学習・教育目標の達成

（２）　他の高等教育機関で取得した単位に関しての評価方法と実
施および編入生等が編入前に取得した単位に関しての評価
方法と評価基準の作成とそれに基づく評価の実施

(i) 評価方法と評価基準の作成

(ii) 評価方法と評価基準の運用

引用・裏付資料

例えば，評価方法・評価基準を記載した文書，評価実施
例など

実地審査閲覧資料

例えば，評価実施記録など



自己点検結果の記述 (35)

５　基準５：　学習・教育目標の達成

（３）　学習・教育目標の各項目に対する達成度の総合的評価方
法・評価基準の作成とそれに基づく評価の実施

(i) 学習・教育目標の各項目の達成度の評価方法と評価
基準の設定（表３に示した評価方法と評価基準を定め
た際の考え方を含む）

(ii) 学習・教育目標の各項目の達成度評価方法と評価基
準を設定した際に考慮した「社会の要求する水準」の
具体的根拠

(iii)学習・教育目標の各項目の達成度評価方法と評価基
準の運用実績



自己点検結果の記述 (36)

５　基準５：　学習・教育目標の達成

（３）　学習・教育目標の各項目に対する達成度の総合的評価方
法・評価基準の作成とそれに基づく評価の実施　（つづき）

引用・裏付資料

表３（各学習・教育目標の達成度評価対象とその評価方
法および評価基準），その他，例えば，評価結果の例，評
価実施会議議事録， 就職先へのアンケート（卒業生・上

司），外部評価結果など



自己点検結果の記述 (37)

５　基準５：　学習・教育目標の達成

（４）　修了者全員のすべての学習・教育目標の達成

引用・裏付資料

例えば，評価実施議事録など

実地審査閲覧資料

前年度修了生あるいは実質的に同等な修了生
の評価結果

◎「学習・教育目標達成度の評価」について，表１に記入した
点数と判定理由



自己点検結果の記述 (38)

６　基準６：　教育改善
６．１　教育点検

（１）　学習・教育目標達成度の評価結果に基づいて，基準１－５
に則してプログラムを点検できる教育点検システムの存在と
その開示・実施

(i) 教育点検システムの存在

(ii) 教育点検システムの教員に対する開示

(iii)教育点検システムに関する活動の実施

引用・裏付資料

例えば，会議や委員会名簿，規約等，教員による授業改
善策の公開例，学科内関連委員会活動データおよび活
動記録，組織的教育活動計画および報告書など



自己点検結果の記述 (39)

６　基準６：　教育改善
６．１　教育点検

（２）　教育点検システムにおける社会の要求や学生の要望にも配
慮する仕組みの存在と，教育点検システム自体の機能も点
検できる構成

(i) 社会の要求や学生の要望に配慮する仕組みの存在

(ii) 点検システム自体を点検できる構成

引用・裏付資料

例えば，会議や委員会名簿，開催データ，議事録，ア
ンケート結果など



自己点検結果の記述 (40)

６　基準６：　教育改善
６．１　教育点検

（３）　教育点検システムを構成する会議や委員会等の記録の当
該プログラム関係教員に対する閲覧手段の提供

(i) 関係教員が記録を閲覧する方法

引用・裏付資料

例えば，関連委員会議事録の配信電子メール例，関連
委員会議事録の教員用ホームページ掲載例など

◎「教育点検」について，表１に記入した点数と判定理由



自己点検結果の記述 (41)

６　基準６：　教育改善
６．２　継続的改善

（１）　教育点検の結果に基づいて，基準１－６の内容（分野別要
件を含む）に則してプログラムを継続的に改善するシステム
の存在と，改善活動の実施

(i) 改善システムの存在

(ii) 改善活動の実施状況

引用・裏付資料
例えば，学内関連委員会活動データおよび議事録，教
務委員会開催記録および議事録，学科内関連委員会
活動データおよび議事録，組織的教育計画書など

◎「継続的改善」について，表１に記入した点数と判定理由



自己点検結果の記述 (42)

２．７　分野別要件

分野別要件の両括弧の数字で示されている各項目が認定
基準を満たしていることは，基準１～６のうちの関連する項
目の自己点検結果の中で説明されているはずである。分
野別要件のそれぞれの項目について，自己点検結果のど
の部分で説明されているかを示した一覧表を作成して，審
査チームが審査時に直ぐに理解できるよう工夫し，説明す
ること。



自己点検書（引用・裏付資料編）の構成

• 高等教育機関名，プログラム名，学位名，連絡先

１．プログラム情報

２．自己点検結果の裏付資料等

参考資料

• 各点検項目に対応する引用・裏付資料および実地
審査閲覧資料名，表２～表９

• 教員個人データ

実地審査で閲覧できる裏付資料名の一覧表

再掲



自己点検書（引用・裏付資料編）の構成

実地審査閲覧資料名の一覧表



「添付資料　教員個人データ」の記載項目

• 氏名（年齢），所属・職名，最高学位，勤務形態

• 現在の担当科目（当該プログラム，それ以外）

• 授業担当者としての適性の説明

• これまでの教育改善への取り組み，教育に関する研
鑚，教育関係の学会活動など

• 職業経験年数，実務経験，技術者資格

• 活動状況（教育，研究，その他の時間比率）

• その他，アピールしたい特記事項など



最近の改訂内容（2003年度→2004年度）

1. 基準１，基準６の改訂に伴う，項目名の変更

2. 「プログラム概要」の新設

3. 「前回受審時からの改善・変更」の新設

4. 参考付表１を表４として作成を義務化（これまでの表
４以降の表番号が＋１される）

5. 教員個人データを科目適合性の記述中心に変更

6. 引用・裏付資料編に「実地審査閲覧資料名」の欄
を追加



最近の改訂内容（2004年度→2005年度）

1. 表３，６，９が，2004年5月に公表された修正版（基
準委員会200405B）に改訂された。

2. 前項に伴って，「自己点検書作成の手引き」の関
連箇所の説明に，基準委員会補足文書（基準委
員会200405A）の内容が加筆された。



最近の改訂内容（2005年度→2006年度）

1. 中間審査の際にも使用できるようにするために，
表紙の審査の種別に「中間審査」を追加する

2. 中間審査の場合の自己点検結果の記述範囲に
関して，「自己点検書作成の手引き」に説明を追
記する

3. その他，内容に関わらない字句の修正



常に最新版を使用してください

この説明は，

２００６年度版のマニュアル，書式等
に準拠しています。

JABEEのマニュアル，書式等は，ここしばらくは細

かい点が毎年修正されると予想されます。オブザ
ーバ・審査員としての参加，あるいは受審にあたっ
ては，必ずその年度のマニュアル，書式等を使用
してください。

最新版のマニュアル，書式等の入手先

http://www.jabee.org


